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あなたは新聞の何面を先に読みますか？ 
かつて、先輩から次のような質問を受けたことがあ
りました。「君は、新聞を読むときにどのような記事
から読む? 例えば、紙面で言うと第一面からか、三
面記事からか」と。まだ若い頃は、何も決めて読んで
いた覚えはありませんが、目につく内容から読んで
いたような気がします。何となくですね。だから見出
しの大きいニュースが目に入りやすいです。新聞社と
しても読んでほしいから大きくしているのでしょう
か? でも、重大なニュースだからでしょうね。 
それが今では、明らかに変わりました。紙面を見る
のは最後のページから見るんですが、関心のある、
今の自分にとって身近なニュースから読んでいます
ね。やはり、今の仕事と関係がある報道はすぐ気づ
いてしまいます。当り前の話でしょうが、・・そちら
のほうの関係ニュースに向いていますね。それから予
想される他の関係ニュースにも、詳細はどうなってい
るのか追求していくような読み方が多くなりました。
満足いく結論はなかなか得がたいですが、・・。そ
れによって自分の考える内容、その広がりについて意
見を持てるようになっていくのでしょうね。 
そこで、先日の新聞で気になる投稿記事が目に入り
ました。（南日本新聞2023年7月7日、8日朝刊） 
”少子化対策”に対するお二人の意見から 
それは二人の方からの記事で、いずれも「少子化対
策」に関する内容になっています。 
お一人は、いちき串木野市の山上哲男さん（70歳）です。
山神さんは戦前戦後の日本社会が、子どもをどう見てきた

のかについての自己見解をもとに、わたしにはそう感じら
れましたが、次のように訴えます。「現在の少子化対策
も、子どもは未来の社会や福祉の支え手という『手段』と
考えていないか。そのために予算を割き、環境を作ってい
るのではと危惧する」と。そしてむすびます。「今生きる
すべての命を『きせき』と思い、大切にする心こそ最も重
要だ。すべては子どもの命を守り育む社会から始まると思
う」と。（上紙7月8日） 
もう一人の方は、霧島市の中馬アツ子さん（73歳）です。
「少子化対策は財源確保が先決」であるとおっしゃいま
す。「子ども未来戦略方針」が6月に決定されました。
「一見、胸がワクワクしそうな少子化対策に思える」とし
ながらも、「気がかかりは、財源に触れないままであるこ
とだ」と苦言を呈しています。そして、国民は物価高騰に
耐えながら生活していることを前置きして、「少子化対策
に加え、防衛費増額の財源は、いずれ国民の税負担となる
に違いない」と危惧しつつ、「そうであれば、国会議員の
センセイ方にもこの際、身を切る改革をぜひ実行してもら
いたい。まずは歳費の減額を望む。少子化対策には、財源
確保が先決ではなかろうか」と提言しています。 
耕さず種を蒔く農法では収穫の率は悪い 
今日の福音朗読は、種まく人のたとえ話です。日本の
農家の人からしますと、今日の話はなんだか奇異な
感じがするのではないでしょうか。日本のお百姓さ
んには考えられないような種の蒔き方だからです。日
本ではまず土地を耕してから蒔くからです。ところ
が、当時のパレスティナでは、耕さずに蒔いたそうで
す。 
まずは、種を蒔いてそのあとで、土を耕していたので
す。わかりきったことですが、無駄になる種が当然の
ごとく数多く出てくるのです。その結果、収穫の率も
いいはずがありません。それでも、農夫は種を蒔き
続けます。ひたすら、豊かな収穫を信じて、・・。 
にも拘らず！イエスは群衆に語り続けた 
イエスは群衆の前で語ります。そして、イエスの話を
聞く民衆はさまざまです。したがって、イエスの言葉
をどのように受け止めるか定かではありません。抵抗
や敵意にみちた人もいれば、好奇心満載の人、興味
本位の人もいたでしょう。人々の受け止め方がどう
であれ、イエスはひたすら語り続けます。イエスの生

耕さず種を蒔く農法では収穫の率は悪い

７月 ８月 ９月 １０月 備考

第１　ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋

第２   　※ 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥    奇数月：集会、

偶数月：ミサ

第３　ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

第４　集会 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳

第５      ※ 楽山 ８月：集会

掃除当番 楽山 蘭岳 太平洋 白鳥

曜 午　　　前 午　　　後
1 土 (掃除.花：太平洋)
2 日 ミサ 9:30　(典礼：楽山）8月運営委員会　
3 月
4 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00 キリスト教講座① 18:30
5 水 こっとん倶楽部　休みです
6 木
7 金
8 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　(掃除.花：白鳥)
9 日 ミサ 9:30・　(典礼：蘭岳）例会日　 共同墓参14:00
10 月
11 火 OPC （パソコン倶楽部）休みです キリスト教講座① 18:30
12 水 こっとん倶楽部　休みです
13 木
14 金
15 土 聖母の被昇天の祭日　ミサ 10:00 (掃除.花：楽山)　
16 日 ミサ 9:30 (典礼：太平洋) 
17 月
18 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00 キリスト教講座① 18:30
19 水 こっとん倶楽部　10:00
20 木
21 金
22 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　(花：蘭岳)
23 日 集会祭儀　9:30　(典礼：白鳥)　大掃除
24 月
25 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00 キリスト教講座① 18:30
26 水 こっとん倶楽部　10:00
27 木 セシリアうたの会　10:00
28 金
29 土
30 日 集会祭儀　9:30　(典礼：太平洋)　
31 月

2026年8月　教会行事予定
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３．報　告：	
3.1，7月.8月.9月の予定　　	
7月	
 5日㈰  年間第14主日,ミサ(蘭岳地区)	
        ミサ後7月の運営委員会	
12日㈰  年間第15主日,集会(太平洋地区)　例会日	
19日㈰  年間第16主日,ミサ（白鳥地区）	
26日㈰　年間第17主日,集会祭儀(楽山地区)	
8月	
 2日㈰ 年間第18主日、ミサ（楽山地区）	
　　　 ミサ後8月運営委員会	
 9日㈰ 年間第19主日、ミサ（蘭岳地区）例会日	
　　　 壮年・女性部例会日 共同墓参	
15日㈯ 聖母被昇天の祭日のミサ（午前10時）	
16日㈰ 年間第20主日 ミサ（太平洋地区）	
23日㈰ 年間第21主日 集会（白鳥地区）大掃除	
30日㈰ 年間第22主日 集会（楽山地区）	

9月	

 6日㈰ 年間第23主日 ミサ(白鳥地区) 	
       ミサ後９月の運営委員会 	
13日㈰ 年間第24主日 集会(楽山地区)	
       例会日、敬老の日	
20日㈰ 年間第25主日 ミサ(蘭岳地区)	
26日㈯ バザー前日準備　10:00~	
27日㈰ 年間第26主日 集会(太平洋地区)	
       きょうかいのバザー	

※毎週の行事（変更の場合あり）	

・火曜日午前10時～OPC(パソコン倶楽部）	
  8月11日休み 	
  午後６時30分　キリスト教講座①	
・水曜日午前10時～こっとん倶楽部	
  8月5日、12日休み 	
・土曜日第二及び第四午前10時～ミサ、	
  その後キリスト教講座②	
 ・第4木曜日午前10時〜セシリアうたの会	

3.2　室蘭ブロック壮年大会について	
　　日時：2026年６月20～21日　20日14:30時開会、	
          21日11時30分解散	
　　場所：ばんけい温泉　湯人家　　	
　　講師：今田神父様　ライヤ神父様　	
　　参加費：パーティー参加者 10,000円	
　  参加者：室蘭(2).東室蘭(3).伊達(0)、登別(2).	
            司祭（2）　合計9名	

3.3苫小牧地区女性大会について	
　2026/6/27㈯　５教会で43名　内容は苫小牧教会の	
 写真メールは掲示板に(ひとつになろうにも掲載)	
 東室蘭教会は9名  	

3.4  財務報告	
　著作権問題の28万円を支払い（6月16日）	
　この支出が私たちの宗教活動に支障をきたさない 	
  ように配慮します 。	

４．議　事：	
4.1　バザーについて	

　日時：2026年９月27日（日）	

  メニュー等について　　食堂は再開しない	

    ・キッチンカーを予定　昨年と同じカレー主体	
　　　の２台	
　　・追加として、フランクフルトと白餡最中	
　　  ビールはサイズなど次回に決める。	

  焼き鳥をどうするか？　	
昨年の串は今年度？円アップの？円	
何本用意するか？	

  登別は昨年同様予定	
　　室蘭は出店の希望なし	
　　海星学院にはどうするか？	
　　昨年同様　店舗を構えてもらう。お手伝いも。	

4.2　特別聖年巡礼について	
　　東室蘭2６名 登別7名(後3名増えるかも)　	
    室蘭？　伊達０名	
　　エスコンではなく、山鼻教会訪問など教会訪問	
　　をしては？との意見もあり	
　　・やはりエスコンへ行きたい。　　	
    ・山鼻教会とエスコン、両方行ったらどうか。	

4,3　８月の共同墓参について（再掲）	
室蘭教会と協議の上今年の共同墓参は８月９日
（日）午後２時から望洋台霊園としました。東
室蘭教会の準備は祭壇の花としました。	
なお、祭壇下の共同納骨室の墓碑銘版の増設に
ついて、石材店に相談の上対応を協議すること
にした。　	

4,4　７月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について	
 　　４ページの表をご覧ください	

4.5　教会規約の改正について	
　　８月の運営委員会で決めたいので意見をお願い	
    します。	

4.6　敬老の日について　	
　　９月第３主日に祝福とプレゼント(数を確認)	

4.7 その他            	
　・司祭館の屋根のペンキ塗り替えについて(有)サ	
    カモトで実施の許可が得られたので、進めるこ	
    ととした。８月中に実施の予定。	

　・夏の教会の大掃除について　　	
    第四主日７月２６日のミニ大掃除をこれに代え	
    ては？	

　・ホールのワックス掛け、玄関や窓のがらす拭	
　　き、外回りの清掃など	

お詫び：運営委員長の手違いで、議事次第が昨年の
ものになってしまい申し訳ありませ	
んでした。この議事録には会議に出ていない項目も
ありますが、今後の予定もありますので、	
追加させていただきます。	

５．司祭の予定等：	
   後日、お知らせに掲載  	

６.ミサ・集会祭儀の予定	
　 	
7/5 ライヤ師　7/12 集会 7/19ライヤ師　7/26 集会	
8/02　ライヤ師 　　8/9　小林師　 8/16　ライヤ師    
8/23　集会　　8/30集会

2026年度 第3回運営委員会 議事録　2026年7月5日㈰10:45〜11:25


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。

き方、語り掛けが徒労に終わるかのようであって
も、農夫がその実りをひたすら信じて種を蒔き続け
るのと同じように、神の言葉を宣べ伝え続けるので
す。宣教活動は、すぐに実りが目に見える形で報わ
れることはありません。が、しかし、宣教する人
は、神のみ言葉は必ず豊かな実りをもたらすと信じ
て自らを励ましていくのです。 
天の国の秘密を明かすイエスの「たとえ」を聞いて
も、心を閉ざして悟ることが出来ない群衆に比べ、
弟子たちは天の奥義を悟り、ますますイエスに結ば
れていきます。この違いは何でしょうか。それは、
聞き手が「天の国の秘密を悟ること」へと開かれて
いるかどうかにかかっています。これは人間の努力
によってどうにかなるものではなく、神の恵みで
す。したがって、「天の国の秘密を悟ることが許さ
れている」と表現されています。 
収穫を信じてあきらめず宣教するように 
現代に生きるわたしたちへのイエスからのメッセー
ジは、「豊かな収穫を信じてあきらめずに宣教する
ように」と励まし続けておられるということです。 
それは、多くの民衆が「見ても見ず、きいてもきか
ず、心で悟らない」人々ばかりであったとしても、

イエス自らが語り続けたようにです。み言葉が豊か
で強い生命力を持っているからこそ、イエスの言葉
が無駄になるかもしれない「聞き手」であっても、
語るのをやめなかったからです。それで、イエスは
いつも民衆の前に立っていました。 
わたしたちも人々の中に立っています。当時のイエ
スと同じ環境の中にあります。要は、わたしたちが
人間としてまず己の弱さと対峙し、その上で神の前
に素直な自分になっていることです。神の言葉を受
け止める一人ひとりの心です。その限りにおいて、
神の声は「わたし」の中に浸透していくでしょう。
そのようにイエスはわたしたちに約束してくれてい
るからです。 
わたしたち一人ひとりがそう心がけていけば、心は
より肥沃な「土壌」（受け止める心）を形成し、イ
エスの言葉、福音が育つ土壌として、ますます肥沃
になっていくことでしょう。 
二人の投稿者の嘆き節も、歓喜の叫びに変わってい
くのでは、・・。そうあってほしいですね。 
わたしたち一人ひとりの生きる宝物を得るために。 

ヴァイオリン奏者の斎藤真知亜、律子ご夫妻よる演奏を
聞きました。エルガー、ドボルザーク、バッハなどの曲
を解説され、お二人の信仰生活を分かち合ってくださる
のを間にはさみ、豊かな時間を楽しみました。教会の信
徒以外の人たち、男性の参加もありました。

テキストを入力してください

カトリック苫小牧地区　女性大会

カトリック苫小牧教会写真ニュース20260630.docxから　カトリック苫小牧教会　柳谷様


午後のミサは地区長の
今田玄五神父様の司式
で行われました。

✝ 　ご冥福をお祈りします。 
テキストを入力してください6月26日、聖ベネディクト修道
院でSr.ベルナルディン櫻井利子の葬儀ミサがライヤ師司式で
行われました。今年100歳になられたシスターは夕張時代か
らの長い奉献生活を全うされました。ご冥福をお祈りしま
す。                                   （文責  苫小牧教会　柳谷氏）

6月27日（土）、第56回苫
小牧地区女性大会が開かれ
ました。

5教会から43名が参加しま
した。

「音楽のつどい～バイオリ

ンの調べと祈りでつながる
ひととき～」


